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魅魅力力ああるる特特別別活活動動ににししてていいここうう！！
例年、このような活動をしています
○特別活動を学び合おうⅠ・Ⅱ アイスブレイクや話合い活動の学習など

○学級活動実技研修会  模擬学級会を通した学習会
○名古屋市特別活動研究協議会    実践者による実践発表
○愛生研の例会（月１回）                   実践発表や体験記録などの学習会

こちらも参考に
「「みみんんななでで、、よよりりよよいい学学級級・・学学校校生生活活ををつつくくるる特特別別活活動動【【小小学学校校編編】】」」

   学級会の進め方や係活動など、特別活動の
ことが分かりやすく載っています！
    「国立教育政策研究所 特別活動」と検索して
ください。

担担当当 先先生生

【【実実践践２２】】 野野並並小小学学校校 坂坂本本 啓啓太太 先先生生 対象：小学５年生

講義

【【実実践践１１ 】】 西西城城小小学学校校 松松井井 友友里里 先先生生 対象：小学５年生

【ねがい】 共通の目標達成のために、多多様様なな意意見見をを生生かかししながら、
友友達達とと協協力力ししてて活活動動に取り組むことができるようになってほしい

改善（OODA）ループの活用

インタビュー

①① 改改善善ルルーーププのの具具体体的的なな取取りり組組みみ

アンケート

リーダーノート（②）

「改善ループ」とは？
「OODAループ」を基に、児童が分かりやすい言葉に再構
築したもの。
OODAループは、必要に応じて前の段階に戻ってから再
開したり、状況に応じて任意の段階からループをリスタート
したりすることができることに大きな特徴がある。
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②② 「「決決定定」」「「実実行行」」すするるたためめののリリーーダダーーノノーートト

ししおおりりググッッズズ班班のの目目標標 思思いい出出ににななるるかかわわいいいいキキーーホホルルダダーーをを考考ええるる
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【ねがい】 他他者者とと協協働働しし、、課課題題をを解解決決ししよようう
とすることができるようになってほしい

① 課題を捉え、その原因を分析するための工夫
② 多面的に考え、解決策を見い出すための工夫

①① 課課題題をを分分析析、、明明確確化化すするる「「明明確確化化ググララフフ」」 ②② 多多面面的的にに考考ええるる「「円円形形チチャャーートト」」

ロイロノートスクールのアンケート機能を
使って、「自己評価」と「他者評価」を行う。
差が大きい観点や、評価の低い観点に
着目させ、課題を明確化させていく。

円の中心⇒課題 中心の外側⇒原因・理由 一番外側⇒解決策
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班長：〇〇〇〇
副班長：△△△△
書記：□□□□
デザイン：◇◇◇◇

グッズづくりの手順
①デザインを考える
②下絵をかく
③プラパンにかく
④プラパンを焼く
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令和６年度、名古屋の教育は大きな転換点を迎えます。
「ナゴヤ学びのコンパス」と「キャリア教育」です。「学びの

コンパス」では、子どもたちが自分らしく幸せに生きていけるよ
うに、子ども中心の学びを目指します。「キャリア教育」では、
社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現
していく力の育成を目指します。これらの実現のため、教師は、
自走する子どもたちの“伴走者”であることが求められます。
特別活動は、集団の活動を通して個性を伸ばし実践的態度を育

てることを目的としています。自走する子どもたちを支える基盤
となる学級経営、協働的な学びを生む話合い活動、自分らしい生
き方を追求するキャリア教育の実践・・・・これまでも、これか
らも特別活動は「子ども中心」の学びを目指しています。
私たちの研究会では、全市の教員を対象として３回の学習会を

開き、今年度は、のべ 人ほどの先生たちにご参加いただきまし
た。まだ参加したことのない方も、共に学んでいきましょう！子
どもたちのために“自走する先生たち”の、よき“伴走者”とな
れるよう、私たちもまだまだ学んでいきます。

名古屋市特別活動研究会委員長
富田 賢一郎

「学びのコンパス」と
「キャリア教育」と

『特活』と

特特別別活活動動をを学学びび合合おおううⅡⅡ  22002233..1100..1133  『『学学級級会会』』基基本本講講座座～～授授業業映映像像ででおお悩悩みみ解解決決～～

 小学校の学級会の映像を視聴しました。
話合い活動のポイントや実際の学級会の様子

などを学びました。視聴した映像資料はインター
ネットで「国立教育政策研究所 特別活動」と検索
すると視聴できます。

話話合合いい活活動動のの映映像像視視聴聴

学学級級会会ののポポイインントト
【【出出しし合合うう段段階階】】
・理由も伝えられるようにする。
・分からないことを質問する。 ・意見を分類、整理する。
【【くくららべべ合合うう段段階階】】
・友達の発言をよく聞く。
・賛成や反対の理由をくらべる。
【【ままととめめるる段段階階】】
・少数意見も大切にする。
・提案理由や決まっていることを踏まえる。
・学級全体のことを考える。
【【合合意意形形成成ププロロセセススのの例例】】
・新しい考えをつくる。 ・意見を合わせる。
・優先順位を決める。 ・条件をつける。
・少しずつ全部行う。 ・共感的に理解し、譲る。

模擬学級会で決まったルール（くちパク禁止・ハ
イタッチで交代等）をもとに、ジェスチャークイズを
行いました。笑顔あふれる模擬集会活動になりま
した。

模模擬擬集集会会活活動動

模擬集会活動に向けて 「ジェスチャークイズを工
夫しよう」を議題に、実際に模擬学級会を行いまし
た。参加者は活発に発言をして、多くの意見が出ま
した。随所で、話合いの説明がありました。

模模擬擬学学級級会会

出し合う場面 「時間がかかってしまう・・・」
事前に、出し合う場面をやってから、くらべ合うところから始めること
もできる。

くらべ合う場面 「関連した意見で広がりすぎる・・・」
司会者や教師が、「じゃあ次は、この意見について話し合ってみよう」
としぼることができる。

まとめる場面 「合意形成をとるのが難しい・・・」
事前に、合意形成の意味や方法（左図：学級会のポイント【合意形成
プロセスの例】参照）を児童が知ることで、まとめることができる。

明確化グラフ

役立ち 楽しい 仲良く 計画性 工夫

他者評価 自己評価

←こちらからも

具体的な課題：
時間を意識して活動を行えなかった

➊ 課題の原因・理由を
多面的に考え、複数の
解決策を生み出す

➋ 解決策は、ロイロノー
トスクールを用いて係内
で共有する

➌ 解決策が効果的かを
考えるため、「比較スタン
プ」を活用する
●効果的（解決のしやすさ）
●簡単（取り組みやすさ）

➍ 協働して解決策に取り
組む


